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■  �これまでの取り組み
セイヨウショウロ属菌は樹木と共生する菌根菌で、

その子実体（きのこ）はトリュフと呼ばれます。国内
に自生するセイヨウショウロ属菌の一種に国産白ト
リュフ（正式和名はホンセイヨウショウロ、以下本
菌；図1）があります。本菌の栽培化を目的として、本
菌を接種した苗木を国内4か所の試験地に植栽した
ところ、植栽から約3年半後または約5年後にあたる
2022年の秋にはそのうち2か所で本菌の子実体が発
生し、その後も継続して子実体発生が観察されてい
ます。今後別の植栽地で子実体発生を再現するには、
発生に成功した植栽試験地で何が起こっていたか知
る必要があります。そこで、発生した子実体を遺伝
マーカー * で解析し、どのような交配を経て子実体
が発生したかを調べました。

■  �ホンセイヨウショウロはヘテロタリックである
菌類の交配を制御する要素に、交配型と呼ばれる

動物の性別に似た仕組みがあります。菌類の交配に
は、遺伝的に同一の菌株間で交配が完結する場合（ホ
モタリック）と、動物の雌雄と同様に異なる交配型遺
伝子をもつ2種類の菌株が必要な場合（ヘテロタリッ
ク）があります。通常ホモタリックな種は2種類の交
配型遺伝子を様々な形で同一ゲノム中に持つのに対
し、森林総合研究所で保管している本菌の菌株を調
べたところ、全ての菌株が必ず2種類の交配型遺伝子
のいずれかを持つことが分かりました。このことか
ら、本菌はヘテロタリックな交配システムを持つと
考えられました。

■  �発生したトリュフは接種した菌体に由来
これまでの研究から、トリュフの形成には、子実体

の組織の大部分を作る「母親」* に該当する菌体と、
その交配相手であり胞子の形成のみに関与する「父
親」* に該当する菌体が関わることが知られていま
す。植栽試験地で発生した子実体の母親と父親を遺
伝的に解析したところ、発生した子実体の両親は全

植栽試験地での国産白トリュフの交配様式と由来を明らかにしました

て苗木に接種した2菌体のどちらかに由来しており、
元から植栽試験地にいた菌体や外部から混入した菌
体から自然に発生したものではなく、接種した菌体
から人工的に発生したものであることを確認できま
した。また、空間的に隣接した子実体間で父親と母
親の組み合わせが逆になっている場合がある（図2）
ことから、隣接した菌体間で交配が生じていたこと
が示唆されました。セイヨウショウロ属菌は一旦定
着すると10年以上にわたり子実体を発生させること
があり、先行研究も発生から数年以上経過したトリュ
フ発生地で行われたものがほとんどです。今回の結
果は子実体発生の初期における交配様式に関する貴
重な知見です。今後も本菌および他の有望なセイヨ
ウショウロ属菌の生殖生態の解明と栽培技術への応
用、社会実装に向けて取り組みます。
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植 栽試験地で発生した国産白トリュフの遺伝子解析を行い、子実体発生には異なる交配型遺伝子
をもつ2株の交配が必要なこと、子実体の「両親」はいずれも接種に用いた菌体由来であることが

分かりました。
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図1　植栽地の一つ（京都府植栽地）に2022年に発生したホンセイヨウショウロ
の子実体
地中に埋もれて発生する場合もあれば、この写真のように地表からよく見える
状態で発生する場合もあります。

図2　植栽地の一つ（京都府植栽地）におけるホンセイヨウショウロ子実体の発生位
置ならびに母親の交配型および両親の遺伝型に基づく由来
発生調査は2022年11月に実施しました。産地の異なる2か所から採取した子実体を
すりつぶし接種源としました。黒い丸は苗木植栽位置。青およびオレンジの丸およ
び四角は子実体発生位置。母親の由来を各図形の外側、父親の由来を内側に異なる
色で示しました。空間的に隣接した子実体間で両親の由来と交配型の組み合わせが
逆になっていた地点を拡大して示しました。（Nakamura et al. 2025, Fig. 4(b) を改変）
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